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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
よくご存じのことですが、確認のため


(I —1)KXTERHDERA

[MROFEDVRAVICEHT AEHE AT —IHRILF—ITxLTH
RYHoE]

ATV — R EEE. HEHA,
iR, R E(E, #7). § %E
g

FARITASHERVRAIORE. %

ZT DR,
HEDEOIRST 4T + A T4 TR
'JZ?(E]Z'JZ7&L'C’A1_(J AD
A T—IHRILE—EDRET. 5017:' RS = —3 a3y

ERENKEZILGLLEZHESD
BRMNEFETI=VIICELEDLENES BYRLES

JuERE, T,
EE d)ﬂiﬂﬂ%%
Eﬁs nﬁ@ﬁlﬁ%



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方的なプロパガンダではなく、ステークホルダーとの間で「双方向的なコミュニケーション」をはかる
こういうことを通じて、関係者が「共考」すること
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
素人の見方
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前田恭彦�「リスクコミュニケーションを理想的に行ったとしても、合意に達する保障はない。そもそも合意に達するための手法ではない」�「だからといって、リスクコミュニケーションの意義が失われることはない」�「リスクコミュニケーションの受け手は誰か」�「リスクコミュニケーションの受け手として相応しい市民とは、自立した確固たる自分の意見を持ち、かつ自分の意見を発信する用意のある人々」
　　→　傲慢な民主主義提唱者（古典的な社会主義者、国民に受け入れられなかった昔の国鉄労組）
 　「日本社会における民主主義の更なる進展、上記定義の市民層の拡大を期待しつつ、リスクコミュニケーションを推進することが重要」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本質的な信頼の醸成よりもコミュニケーションのテクニックに走り、第２段階までは成功したとされていない。
NRCによるリスクコミュニケーション研究のきっかけとなった
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「人間だもの」は通用しない世界
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊受け手は、自分にはできないことでも、出し手に要求する。�
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
②シーシェパード、タリバン
③騒音、交通事故、電車の中で通路に荷物を置く行為、キャスター付カートの危険、突き当たり：駅のホームや階段からの落下
④「眼に見える被害」と「眼に見えない被害」への判断、「自分や自分の子や孫が、その100万分の１の確率の被害者になること（確率ではない）」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
④ 例えば、校庭の隅にビオトープをつくる、賛成か反対か
　　いいところと悪いところ　→　反対要因１０と賛成要因１０
⑤ 異なる立場　イ）賛成派と反対派に分かれての議論だけでなく、�　　　　　　　　　　ロ）心は反対派なのに賛成派の立場に立たせて、賛成派の立場から意見を言わせる（逆もあり）


2422 FEA)IEDEIVED DT

AV EBERDIL—IL/

N ADHESEESIL

R Al

0) BRSNS B ELICHEDRIGEILEEE DAL

IN) EDSSBBRGRD T

S)ANDBERTHT

R TIE, RGYINIYINEREM IOLE#ETFZLTLNS

BLLEYRYAZS 2= —23 0B TAICIEZ. BARTHFELD

o ENGY O ERERZEIRADELD TR A



	リスクコミュニケーション�－ 産業界の取り組み －
	Ⅰ．言葉の理解
	（Ⅰ－１）木下富雄の説明
	スライド番号 4
	リスクコミュニケーションの特徴（素人の認識）
	（Ⅰ－２）リスクコミュニケーションの範囲
	（Ⅰ－３）リスクコミュニケーションの変遷
	（Ⅰ－４）リスクコミュニケーション、日本の足取り
	Ⅱ．リスクコミュニケーション、企業の実践
	（Ⅱ－２）業界・工業会からのリスクコミュニケーション（情報発信と対話）
	社会との対話の推進
	Ⅲ．企業、工業会（日化協）、大学で、実際に�リスクコミュニケーションに当たった立場からの感覚
	スライド番号 13
	〔事例〕　ある市民団体との対話
	スライド番号 15
	わかりやすさ
	スライド番号 17
	Ⅳ．終わりに
	スライド番号 19

